
　
関
西
福
祉
大
学
教
育
後
援
会
の
み
な
さ
ま
、
こ
ん

に
ち
は
。 

　
平
成
１６
年
度
に
引
き
続
き
、
平
成
１７
年
度
も
本
会

の
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
平
井
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
本
会
は
、
大
学
の
開
学
と
同
じ
平
成
９
年
に
、
大

学
と
家
庭
と
の
連
携
の
緊
密
化
を
図
る
と
と
も
に
、

大
学
の
教
育
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

発
会
い
た
し
ま
し
た
。
以
来
、
支
援
等
を
実
施
し
、

大
学
の
充
実
・
発
展
に
も
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
間
、
大
学
で
は
入
学
定
員
の
増
加
、
取
得
で

き
る
資
格
も
、
開
学
当
初
の
社
会
福
祉
士
国
家
試
験

受
験
資
格
に
加
え
、
精
神
保
健
福
祉
士
国
家
試
験
受

験
資
格
、
福
祉
の
教
員
免
許
、
認
定
心
理
士
、
保
育

士
な
ど
が
増
え
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
充
実
し
、
学
生

の
進
路
選
択
の
幅
も
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
３
月
に
第
５
期
の
卒
業
生
が
社
会
に
巣
立
ち

ま
し
た
が
、
就
職
率
は
毎
年
９８
％
台
と
高
く
、
実
績

も
安
定
的
に
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
卒
業

生
の
み
な
さ
ん
は
福
祉
分
野
の
み
な
ら
ず
、
行
政
、

企
業
、
医
療
ほ
か
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
し
、
大

学
の
評
価
も
年
々
向
上
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。 

　
昨
年
は
、
日
本
各
地
で
台
風
・
地
震
の
被
害
が
出

ま
し
た
。
兵
庫
県
で
は
、
特
に
豊
岡
市
で
大
き
な
被

害
と
な
り
ま
し
た
。
新
聞
等
の
報
道
を
通
じ
て
ご
覧

に
な
ら
れ
た
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
関
西

福
祉
大
学
の
学
生
が
、
豊
岡
市
等
に
お
け
る
災
害
復

旧
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
多
数
参
加
し
ま

し
た
。 

　
本
学
の
学
生
た
ち
は
、
災
害
復
旧
支
援
だ
け
で
は

な
く
、
日
頃
か
ら
赤
穂
市
内
の
公
民
館
活
動
な
ど
に

参
加
し
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年
齢
層

の
人
た
ち
と
、
積
極
的
に
ふ
れ
あ
っ
て
お
り
ま
す
。

学
外
に
出
て
活
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、
い
ろ
い
ろ
な

体
験
が
で
き
、
そ
れ
が
い
わ
ゆ
る
「
生
き
る
力
」
に

つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
本
会

は
、
こ
の
よ
う
な
活
動
に
対
す
る
支
援
も
積
極
的
に

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
さ
て
、
最
後
に
、
今
年
度
と
来
年
度
は
、
本
会
と

大
学
に
と
り
ま
し
て
、
非
常
に
重
要
な
節
目
の
年
で

あ
る
と
い
え
ま
す
。 

　
開
学
１０
周
年
を
次
年
度
に
控
え
、
大
学
で
は
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
１０
周
年

を
記
念
す
る
行
事
が
盛
大
に
行
わ
れ
る
予
定
で
、
本

会
と
し
て
も
各
種
行
事
・
事
業
に
参
加
す
る
予
定
で

す
。
こ
の
３
月
に
は
、
既
存
の
講
義
棟
、
研
究
棟
の

延
長
線
上
に
新
た
な
棟
を
増
築
さ
れ
、
学
習
環
境
の

整
備
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
な
学
部
と
し

て
、
看
護
学
部
の
開
設
に
向
け
た
準
備
が
進
ん
で
い

る
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。 

　
本
会
は
、
今
年
度
も
大
学
の
教
育
振
興
に
積
極
的

に
寄
与
す
べ
く
事
業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
会
員
の

み
な
さ
ま
に
は
、
本
会
事
業
に
対
す
る
よ
り
一
層
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 
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会
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課 長  

役 職  氏 名  

会 長  （3年次） 平　井　康　夫 

副 会 長  （4年次） 吉　田　直　治 

副 会 長  （3年次） 内　海　卓　司 

監 事  （3年次） 橋　本　貴代子 

顧 問  鎌　田　克　彦 

4 年 次 委 員 阪　田　玲　子 ・ 松　本　賢　仁 

3 年 次 委 員 金　谷　由　美 ・ 中　島　和　久 

2 年 次 委 員 
入　江　有　美 ・ 大　島　幸　美 
小　川　恭　正 ・ 玉　本　君　江 
森　田　靖　子 

1 年 次 委 員 
田　淵　弘　子 ・ 塚　本　美貴恵 
土　遠　厚　子 ・ 政　井　久美子 
森　下　裕　子 
 

末　政　圭　介 

会計係主任  柊　平　哲　哉 

課 長  星　野　光　也 

会 計 係  中　岡　愛　弓 
小　島　優　子 

学生係主任  奥　澤　広　美 

学 生 係  

　
平
成
１７
年
度
教
育
後
援
会
総
会
は
、

４
月
５
日
（
火
）
、赤
穂
市
文
化
会
館
（
ハ

ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
）
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
総
会
で
は
、平
成
１６
年
度
事
業
報
告
、

決
算
報
告
お
よ
び
監
査
報
告
、
平
成
１７

年
度
事
業
計
画
お
よ
び
予
算
が
、
原
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
続
い
て
、新
役
員
の
選
出
お
よ
び
規
程

制
定
、改
定
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

教
育
後
援
会
総
会
が 

　
　
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

関西福祉大学　教育後援会 

■教学課 

■総務課 

平成１７年度　役員および委員　一覧 

事 務 局 

教
育
後
援
会
総
会
報
告 

船　津　ルミ子 
中　 　玲　湖 

監 事  小　林　且　幸 （2年次） 



１.　教育後援会総会の開催　平成１６年４月５日 
２.　教育後援会役員会の開催 
　　第１回 平成１６年１２月１１日　第２回 平成１７年３月５日 
３.　教育後援会委員会の開催 
　　第１・２回 平成１６年４月５日　第３回 平成１６年１２月１１日 　第４回 平成１７年３月５日 
４.　教育後援会報「汐風通信」の発行 
     （1）第 ２１号  平成１６年  ７月１３日発行 
     （2）第 ２２号  平成１６年１０月１３日発行 
     （3）第 ２３号  平成１６年１２月１５日発行 
５.　教育懇談会の開催 
　　平成１６年１０月２３日（土）１１：００ ～１２：４５　関西福祉大学コミュニティホール 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　　＜内容＞ 
　　１.　教育後援会長あいさつ　平井会長 
 
 

平成17年度　関西福祉大学教育後援会事業計画 

１.　教育後援会総会の開催 平成１７年４月５日 
２.　教育後援会役員会の開催 
　　第１回 平成１７年１２月上旬　 
　　第２回 平成１８年３月上旬 
３.　教育後援会委員会の開催 
　　第１･２回 平成１７年４月５日　 
　　第３回 平成１７年１２月上旬　 
　　第４回 平成１８年３月上旬 
４.　教育後援会報｢汐風通信｣の発行（年３回） 
     （１）平成１７年５月発行予定 
　　　　  教育後援会長あいさつ、委員紹介、事業計画・予算、入学式、新入生歓迎祭（汐桜祭）、 
　　　　  学年暦、入試結果、就職活動結果 
     （２）平成１７年８月中旬発行予定 
　　　　  入試情報、学友会新役員の紹介、教育懇談会案内、課外活動団体等学生活動状況 
     （３）平成１７年１２月中旬発行予定 
　　　　  汐風祭、教育懇談会、就職活動状況 
５.　教育懇談会の開催 
　　教育後援会員（保護者）と本学教職員のよりよい連携をめざして懇談会を実施 
　　教務・学生支援等、各担当から状況報告 
６.　教育振興援助 
     （１）図書の充実 
　　　　  図書館資料の購入 
 

     （２）教育設備・学生貸出備品購入 
　　　　  ①パソコン環境への助成 
　　　　  ②学生貸出備品の充実 
     （３）教育活動援助 
　　　　  ①演習ゼミ・コミュニティアワー活動助成 
　　　　  ②就職指導助成 
     （４）学外指導助成 
　　　　  課外活動指導者へ試合、合宿等の学外指導費援助等 
     （５）学生福利厚生 
　　　　  パソコンソフトの購入ほか 
     （６）課外活動助成 
　　　　  課外活動の活性化支援 
     （７）研修助成 
　　　　  学生及び教職員海外研修 
     （８）奨学金 
　　　　  学費等が納入困難な在学生へ給付 
７.　卒業記念品 
　    卒業アルバム贈呈および記念事業・パーティー補助 
８.　その他 
     （１）学生総合保険の加入案内 
     （２）弔慰金の支給 
     （３）１０周年積立金 
 

項　　　　目 
 

本年度予算 前年度予算 増　　減 摘　　　　　　　　　　　　要 

５．会報作成費 
 

６．教育振興費 
 

１．会議費 
 ２．交通費 
 ３．印刷費 
 ４．通信費 
 

計 

７．卒業記念費 

８．雑費 
 ９．十周年積立金 

１０．予備費 
 

会報作成 

委員会等会議費 

委員会・教育懇談会出席に伴う交通費等 
教育懇談会等案内状印刷ほか 

会報および委員会等案内状発送 

学外指導助成（課外活動団体の学外指導）  
学生福利厚生（PCソフトの購入ほか）  
課外活動助成（各部への助成） 
研修助成（学生及び教職員の海外研修） 

奨学金（学生給付）  

図書購入 

教育設備・学生貸出備品購入（PC環境への助成ほか） 
演習・ｺﾐｭﾆﾃｨｱﾜｰ活動助成（学習用備品購入ほか） 

就職指導助成（模擬試験･集中ガイダンスほか） 

卒業アルバム・記念事業補助 

文房具・消耗品購入、弔慰金 

創立１０周年記念事業準備金（4ケ年累計8,000,000） 

1,000,000 
 

37,000,000 
 

700,000 
 300,000 
 500,000 
 700,000 
 

47,564,951 
 

4,300,000

500,000 
 2,000,000

564,951 
 

1,000,000

28,000,000

1,000,000 
 300,000 
 300,000

600,000

38,136,739

4,300,000 
 400,000

2,000,000 
 236,739 
 

0

9,000,000

△ 300,000 
 0 
 200,000 
 100,000 
 

2,500,000 
 
 
 

5,000,000 
 
 

7,500,000 
 
 
 

2,500,000 
 2,500,000 
 
 
 

7,000,000 
 
 

 2,000,000 
 
 

 1,000,000 
 7,000,000 
 
 

9,428,212

0 
 100,000 
 0 
 328,212 
 

支出の部  （単位：円） 

項　　　　目 
 

本年度予算 
 

前年度予算 増　　減 摘　　　　　　　　　　　　要 

利息 
 

会費収入 

前年度繰越金 
 雑収入 
 

入会金（10,000円×366） 
年会費（30,000円×1,208） 

学生総合保険加入集金事務費、寄付金  
 ０ 

 47,564,951 
 

39,900,000 
 
 7,664,951 
 
 
０ 
 201

35,595,000 
 
 2,405,785 
 135,753 
 △ 201 

 計 
 

38,136,739 9,428,212

4,305,000 
 

5,259,166 
 
 

△ 135,753 
 
 

収入の部  （単位：円） 

平成16年度　関西福祉大学教育後援会事業報告 

平成16年度　関西福祉大学教育後援会決算書 

　　２.　学長あいさつ　　　和田学長 
　　３.　大学の現況報告 
　　     （１）資格取得支援について　　近藤委員長 
　　     （２）教務関係について　　　　吉原委員長 
　　     （３）学生関係について　　　　上野委員長 
　　     （４）就職結果、支援について　丸岡委員長 
　　４.　講演『関西福祉大学から社会への巣立ち』 
　　　　　       －社会福祉現場の就職戦線－　岩間講師 
 
６.　教育振興援助 
     （１）図書の充実（学生リクエストにより随時） 
     （２）教育設備・学生貸出備品の充実 
            （図書館・演習資料室パソコン、プロキシサーバの購入ほか） 
     （３）演習・コミュニティアワー活動助成（音楽活動実践のための楽器購入ほか） 
     （４）就職指導助成（集中講座・模擬テスト実施ほかへの助成） 
     （５）学外指導助成（課外活動団体の顧問・学外指導者への謝礼） 
　　（６）学生福利厚生（大講義棟へ陶板額寄贈、情報処理室補助員設置、禁煙啓発活動・
　　　　　台風被災者見舞金への助成等） 
     （７）課外活動助成（剣道部激励、吹奏楽部楽器修理ほか） 
     （８）研修助成（大学洋上セミナーひょうご2004参加者奨励） 
７.　卒業記念品 
      卒業記念（卒業アルバム贈呈および記念パーティー補助） 
８.　その他 
     （１）10周年積立金 

項　　　　目 
 

予　　算 
 

決　　算 
 

差　　異 
 

項　　　　目 
 

予　　算 
 

決　　算 
 

差　　異 
 

摘　　　　　　　　　　　　要 

摘　　　　　　　　　　　　要 

１．会議費 
 

委員会等会議費 1,000,000 
 

534,717 
 

465,283

２．交通費 
 

委員会・教育懇談会出席に伴う交通費等 300,000 
 
 

177,000 
 

123,000 
 ３．印刷費 

 
会報取材写真、総会等案内状印刷（予備費より82,481円流用） 300,000 

 
 

300,000 
 
 

0

４．通信費 
 

会報および総会・委員会等案内状発送  
 

600,000 
 
 

573,230 
 
 

26,770

５．会報作成費 会報作成費 1,000,000 
 
 

805,405 
 
 

194,595 
 

６．教育振興費 
 

図書購入 
教育設備・学生貸出備品購入（パソコン・プロキシサーバ購入ほか） 
演習・コミュニティアワー助成（音楽活動実践楽器購入ほか） 

就職指導助成（集中講座・模擬テスト実施ほか） 
学外指導助成（課外活動団体の学外指導） 28,000,000 

 
 

21,844,176 
 
 

6,155,824 
学生福利厚生（大講義棟額寄贈ほか） 

課外活動助成（剣道部ほかへ助成） 
研修助成（大学洋上セミナー参加） 

奨学金 

5,000,000
6,947,501
1,014,251 

 974,498 
 2,249,000 
 3,440,661

847,765 
 1,350,000 
 20,500 
 ７．卒業記念費 卒業アルバム等 4,300,000 

 
 

3,850,831 
 

449,169

８．雑費 
 

文房具等 400,000 
 

303,948 
 

96,052
９．十周年積立金 
 

創立１０周年記念事業準備金（3ケ年累計6,000,000） 2,000,000 
 
 

2,000,000 
 
 

0

１０．予備費 
 

236,739 
 
 

82,481 
 

154,258 
 繰越金 

 
0 
 
 

7,664,951 
 
 

△7,664,951 
 計 38,136,739 38,136,739 

 
0

会費収入 入会金（10,000円×287） 
年会費（30,000円×1,090）（25,000円×1） 

35,595,000 35,595,000 
 

0 
 

前年度繰越金 
 

2,405,785 
 

2,405,785 
 
 

0 
 雑収入 

 
学生総合保険加入集金事務手数料、寄付金  
 

135,753 
 
 

135,753 
 

0 
 利息 

 
201 
 
 

201 
 

0 
 計 

 
38,136,739 

 
38,136,739 

 
0 
 

支出の部  （単位：円） 

収入の部  （単位：円） 

出席/出席の返事をいただいて欠席（％） 

県　名 
兵
庫 

件　数 ４３ 

大
阪 

７ 

岡
山 

６ 

奈
良 

３ 

香
川 

３ 

徳
島 

２ 

三
重 

１ 

鳥
取 

１ 

広
島 

１ 

愛
媛 

１ 

京
都 

 １ 

計

 

６９ 

２７/９（７３.０） １９/３（８６.４） １６/１（９４.１） ７/２（７７.８） ６９（件） 
１年次 ２年次 ３年次 ４年次 計 

３６ ２６ ２２ １０ ９４（名） 
３６（件） 
５６（名） 

９.６％ ６.９％ ５.７％ ２.７％ ６.３％ 

出席保護者数 

在学生数との出席比率  

＜出席状況＞ 

参考：県別出席状況　 

 自 平成１６年４月１日　至 平成１７年３月３１日  平成17年度　関西福祉大学教育後援会予算書 自 平成１７年４月 １日　至平成１８年３月３１日 

収支差額 7,664,951円（平成17年度へ繰越）　  

（昨年度） 



関西福祉大学　学生課外活動指導者の指導費等の支払い要領等に関する規程 

　（目　的） 
第１条　この規程は、関西福祉大学教育後援会（以下、「本会」という。）予算のうち、教育
　　　　振興費の執行による学生課外活動指導者に対する指導費等の支払要領等について必要
　　　　な事項を定める。 
　（指導費等） 
第２条　指導費等は次のとおりとする。 
　（１）年間指導費（学内における恒常的な指導に係る指導費） 
　（２）学外指導費（学外において実施される試合等の同行・指導に係る指導費） 
　（３）上記（２）に係る旅費・宿泊料 
　（支給基準） 
第３条　支給基準は次表による。 
　　　　なお、恒常的な練習場所が大学の敷地外、学外施設等である場合の指導は、学内指導
　　　　として扱う。 

　　２　指導者が本学の常勤の教職員である場合については、次のとおりとする。 
　（１）年間指導費 
　　　　原則として支給しない。 
　　　　但し、教育後援会長が特に必要と認める場合については、表中の金額の１／３の額　
　　　　を基準として支給することができる。 
　（２）学外指導費等 
　　　　関西福祉大学出張旅費支給基準を準用する。 
　　　　「学外指導費」は「（出張）日当」と読み替える。 
 
 

関西福祉大学　教育後援会事務局及び事務処理に関する規程 

　（目　的） 
第１条　この規程は、関西福祉大学教育後援会（以下、「本会」という。）の事務局組織につ
　　　　いて規定するとともに、事務処理の基準を定め、適正な事務処理の実施を図る。 
　（事務局組織） 
第２条　本会会則第１条に規定する事務局は、関西福祉大学教学課（以下、「教学課」という。）
　　　　に置く。また、事務局には次の職員を置く。 
　（１）事務局長　１名 
　（２）事務職員　若干名 
　　２　事務局長は、教学課長をもってあてる。 
　　３　事務職員は、教学課学生係職員等をもってあてる。 

　　４　学長及び大学事務局長は、事務局の運営及び事務処理に関して、相談及び助言　　　
　　　　を行う。 
　（事務の決裁） 
第３条　本会の事業実施に係る事務については、事務職員が文書起案の上、学内事務決裁規程
　　　　に規定する稟議書または伺書の様式により、決裁を受けることとする。 
　　　　また、購入等予定価格及び内容により、本会事務局長が決裁することとする。 
　（１）教育後援会長決裁 
　　　　①購入等予定価格が３０万円以上の場合 
　　　　②当該決裁に係る内容が本会の運営に重大な影響を及ぼす場合 
　（２）本会事務局長決裁（学長及び大学事務局長の合議を得るものとする。）上記以外の場合 
　（物品等購入等の際の見積り比較） 
第４条　購入予定価格が１０万円を超える場合は、２社以上の見積り比較を行い、購入先の決
　　　　定を行うこととする。 
　（出張手続 等） 
第５条　本会業務のために、教職員が出張する場合の出張手続き及び旅費の支給基準等につい
　　　　ては、関西福祉大学旅費規程ほか関係諸規程を準用する。 
　（文書の保存年限） 
第６条　文書の保存年限は、次のとおりとする。 
　（１）稟議書　　　　　　５年 
　（２）伺　書　　　　　　３年 
　（３）その他の書類　　　３年 
 
　（改　廃） 
第７条　この規程の改廃は、委員会の過半数の決議によって行う。 
 
 
　　　　附　　則 
　　　　この規程は、平成１３年４月１日から施行する。 
　　　　この規程は、平成１７年４月１日から改定施行する。 
 

関西福祉大学　教育後援会 会則 

（名称） 
第１条　本会は、関西福祉大学教育後援会と称し、事務局を関西福祉大学内に置く。 
（目的） 
第２条　本会は、大学と家庭との連絡の緊密化を図るとともに、本学の教育振興に寄与するこ
　　　　とを目的とする。 
（組織） 
第３条　本会会員は、本学学生の保護者またはそれに代わる者をもって組織する。 
（事業） 
第４条　本会は次の事業を行う。 
　　１　大学と家庭との相互連絡 
　　２　学生の日常生活、学業成績、就職等に関する懇談会の実施 
　　３　学生の教育、調査、研究、厚生等に関し、必要と認める事業の援助 
　　４　その他必要と認める事業 
（委員・役員等） 
第５条 本会に、次に掲げる委員及び役員等を置く。 
　　１　委員   
　（１）委員は、各年次から若干名を、保護者の互選により、学長がこれを委嘱し、会務の　
　　　　執行に関する事項を審議する。 
　（２）委員の任期は、２年間とし、再任を妨げない。     　 
　　２　役員　会長  １名、副会長　若干名、監事　若干名 
　（１）役員は、委員の互選によるものとし、任期は1年間とする。ただし、再任を妨げない。 
　（２）役員は、後任者が決定するまでは、その任にあるものとする。 
　（３）会長は総会、委員会及び役員会を召集し、議長となる。 
　（４）副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、会長の職務を代行する。 
　（５）監事は、事業および会計の監査を行う。   
　　３　顧問 若干名、役員会の推薦により必要に応じてこれを委嘱し、会務に助言する。 
　　４　参与　若干名、本学教職員中よりこれを委嘱し、会務に参画する。 
　　５　会計　本学職員に委嘱する。 
　　６　書記　本学職員がこれにあたる。 
（総会、委員会、役員会） 
第６条　本会は、必要に応じて総会､委員会及び役員会を開催するものとする。 
　　１　総会及び委員会の議決は、出席会員の多数決による。 
　　２　役員会は、委員会への提案事項及び必要な事項について協議する。 
　　３　委員会は、総会への提案事項、その他運営に関する事項についての審議及び補正予算
　　　　についての決議を行う。 
　　４　総会は、年１回行う。ただし、緊急に必要がある場合は、委員会をもって総会に代え
　　　　ることができる。 
　　５　総会は、事業報告、決算報告、事業計画、予算計画、その他運営に関する事項につい
　　　　ての決議を行う。 
　　６　総会の決議事項は、会報により、報告を行う。 
　　７　本会の運営経費は、会費及び寄付金をもってあてる。 
（会費） 
第７条 本会の会費は次のとおりとする。 
　　１　入会金 １０,０００円 
　　２　年会費 ３０,０００円 
　　　　ただし、平成11年度以降の新規会員とする。  
（弔慰金） 
第８条　弔慰金に関する必要な事項は別に定める。 
（会計） 
第９条　本会の会計年度は、毎年４月１日より翌年３月３１日とする。 
（改正） 
第１０条　本会則の改正を要するときは、委員会の決議による。 
　 
　　　　附　　則 
　　　　本会則は、平成９年６月５日より施行する。 
　　　　本会則は、平成１０年３月２２日より改正施行する。 
　　　　本会則は、平成１１年４月５日より改正施行する。 
　　　　本会則は、平成１２年３月１１日より改正施行する。 
　　　　本会則は、平成１３年３月３日より改正施行する。 

金　額（年額） 支払要件（一カ月あたりの平均指導回数） 

４５，０００ 

１２０，０００ 

１８０，０００ 

５回未満 

５回～１１回 

１２回以上 

（２）学外指導費等 （単位　円） 

（単位　円） 

区　分 日　帰 宿　泊 備　　考 

学外指導費 ２，０００ ３，０００／１日 

旅　費 
実　費 

（赤穂市内は１，０００） 実　費 

１合理的な旅程 
　経済路線利用に留意のこと 
２車輌移動の場合 
　１㍑１３０円　７ｋｍで精算 
 

宿泊料 １０，０００／泊  

（１）年間指導費 

関西福祉大学教育後援会　緊急奨学金給付規程 
（主　　旨） 
第１条　この規程は、関西福祉大学教育後援会会則第2条及び第4条の規定に則り、本学の教育
　　　　に関する事業を援助し、教育振興に寄与することを主旨とする。 
（目　　的） 
第２条　この規程は、所定の修学期間で卒業する能力と勉学の意欲を持ちながら、家計の急変
　　　　や災害などにより学資の支弁に支障を来し、困難な状況に立ち至った学生に対し、緊
　　　　急に奨学金を給付し、修学継続を支援することを目的とする。 
（定　　義） 
第３条　関西福祉大学教育後援会緊急奨学金給付規程を教育後援会緊急奨学金給付規程（以下「教
　　　　育後援会奨学金給付規程」という。）と称する。この規程により給付する奨学金を教
　　　　育後援会緊急奨学金（以下「教育後援会奨学金」という。）と称し、奨学金を受ける
　　　　者を教育後援会緊急奨学生（以下「教育後援会奨学生」という。）と称する。 
（資　　格） 
第４条　教育後援会奨学金の給付を受けることができる者は、本人の学資を主として負担して
　　　　いる者が死亡、病臥、失業、倒産し、又は本人あるいは本人の学資を主として負担し
　　　　ている者が地震、風水害などの災害を被りもしくは不慮の事故に遭遇するなどにより、
　　　　修学の継続が著しく困難となり、緊急の援助が必要であると認められる者とする。 
（募集及び採用） 
第５条　１　教育後援会奨学生は、学生委員会及び教育後援会委員会の議を経て、教育後援会　
　　　　　会長が採用を決定する。 
　　　　２　教育後援会奨学生の募集及び採用は、当該年度の前期及び後期に分けて行い、採　
　　　　　用は当該学期に限る。 
　　　　３　教育後援会奨学生の採用回数は、本学在学中延４回を限度とする。 
（給付額） 
第６条　教育後援会奨学金の給付額は第5条第2項に規定する当該採用学期の授業料の半額に相
　　　　当する額とする。 
（未納学費、後援会費への補填） 
第７条　教育後援会奨学生の学費及び後援会費が未納の場合は、教育後援会奨学金を未納の学
　　　　費及び後援会費に充当し、残額を給付する。 
（やむを得ない事情、不測の事態） 
第８条　第４条に例示した事態に準ずるやむを得ない事情があると認められる場合、又は不測
　　　　の事態が生じた場合には、教育後援会会長は本規程に特別な措置を設け、第４条、第
　　　　５条及び第６条の規定にかかわらず、教育後援会奨学生の資格並びに募集及び採用、
　　　　教育後援会奨学金の給付額等について、弾力的に運用することができる。 
（出　　願） 
第９条　教育後援会奨学金の給付を希望する者は、所定の教育後援会奨学生願書に必要書類を
　　　　添えて、教学課まで提出しなければならない。 
（併用給付の不可） 
第１０条　関西福祉大学授業料減免規程に規定する減免との同一採用期間における併用は認めない。 
（資格の喪失） 
第１１条　教育後援会奨学生が次の各号の一に該当する場合には、その資格を喪失する。 
　（１）休学、退学又は除籍となったとき 
　（２）本学学則の定めるところにより懲戒処分を受けたとき 
　（３）第９条の規定により提出した書類に虚偽の記載があったとき 
　（４）その他、教育後援会奨学生としてふさわしくないと認められる事由が生じたとき 
（奨学金の返還） 
第１２条　第１１条の規定により教育後援会奨学生が資格を喪失したとき、当該奨学生は当該学期
　　　　に給付された教育後援会奨学金の全額を当該学期内に返還しなければならない。 
（事務の所掌） 
第１３条　この規程に関する事務は、教学課が所掌する。ただし、給付に関する事項は、総務課
　　　　が所掌する。 
（施行細則） 
第１４条　この規程に定めるもののほか、教育後援会奨学金の給付に関し必要な事項は、別に定める。 

（規程の改廃） 
第１５条　この規程の改廃は、学生委員会及び教育後援会委員会の議を経て、教育後援会長が行う。 
 
　　　　附　　則 
　　　　１.　この規程は、平成１７年４月１日から施行する。本規程の施行に伴い、「関西福祉
　　　　　　大学教育後援会『卒業予定者対象貸付制度』（貸付金規程）」（旧規程）は廃止
　　　　　　する。 
　　　　２．附則１の規定にかかわらず、平成１７年３月３１日までに旧貸付金規程により貸付を
　　　　　　受けた者は、引き続き旧規程の適用を受けるものとする。 
 

関西福祉大学　教育後援会　研修等助成に関する規程 
 
 
　（目　的） 
第１条　この規程は、本学学生及び教職員が参加する研修等に対し、その費用の一部を関西福
　　　　祉大学教育後援会（以下、「本会」という。）の教育振興費より助成することで、自
　　　　主積極的な研修参加を促し、修学意欲や職務遂行意欲の向上を図る。 
　（助成対象となる研修等の内容及び種類） 
第２条　本学学生が広い視野と豊かな人間性を育み、社会人、社会福祉専門職としての資質を
　　　　涵養し、また教職員が、職務の遂行に必要な知識、技能の修得、向上を図るための研
　　　　修等を助成対象とし、下記区分によるものとする。 
　（１）海外研修 
　（２）国内研修 
　（助成額の基準） 
第３条　各研修等の助成額の基準は、次のとおりとする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
　　２　教職員について、大学その他の機関等から必要経費・手当等が支給される場合を除く。 
　　３　研修等の内容及び所要経費の額等により、前項に定める金額の上限を超えて助成する
　　　　ことができることとする。 
　（申請手続） 
第４条　助成を希望する者は、関西福祉大学教育後援会研修等助成交付申請書（以下、「申請書」 
　　　　という。）（様式第１号）により、学生については学生委員長、学長を経て、教職員
　　　　については所属長を経て、それぞれ教育後援会長に申請するものとする。 
　（審　査） 
第５条　助成対象者、助成金額を検討、決定するために審査を行う。 
　　２　審査は、次の人員をもって行う。 
　（１）学　生　　学生委員長、大学事務局長、本会事務局長 
　（２）教職員　　学部長または教務委員長、大学事務局長、本会事務局長 
　（審査内容及び要領） 
第６条　審査は主として次に掲げる内容及び要領等により行う。 
　（１）アカデミック・アドバイザー（教職員にあっては所属長）の選考内申（書面による。） 
　（２）申請書 
　（３）その他必要と思われる項目 
　（助成対象者の決定及び通知） 
第７条　教育後援会長は、助成対象者、助成金額が決定した後、結果を決定通知書（様式第２号） 
　　　　により当該申請者に通知するものとする。 
　（報　告） 
第８条　本助成金の交付を受けた者は、助成を受けた研修等終了後、２週間以内に研修成果報
　　　　告書を提出するものとする。 
　　　　また、必要に応じて、研修成果についての報告会を実施することとする。 
　（改　廃） 
第９条　この規程の改廃は、本会委員会の過半数の決議によって行う。 
 
 
　　　　附　　則 
　　　　この規程は、平成１７年４月１日から施行する。 
 

　（手続き） 
第４条　支給に係る手続き等は次のとおりとする。 
 
　（１）年間指導費 
　　　　教学課学生係（以後、「学生係」という。）が四半期に１回、各課外活動団体から　
　　　　指導受け回数の報告を受ける。 
　　　　３月中旬を目途に、学生係において指導実績を集約・確認し、教育後援会長の決裁　
　　　　を受けて支給する。 
　（２）学外指導費等 
　　　　指導者が、「学生課外活動指導者出張計画書」 を学生係に提出する。 
　　　　当該出張後、できるだけ速やかに「学生課外活動学外指導出張報告・旅費精算書」　
　　　　を提出する。 
　　　　支給はその都度行うこととする。 
　（改　廃） 
第５条　この規程の改廃は、委員会の過半数の決議によって行う。 
 
　　　　附　　則 
　　　　この規程は、平成１３年４月１日から施行する。 
　　　　この規程は、平成１７年４月１日から改定施行する。 
 

区　分 研修等の種類 助成額の基準 

学　生 
教職員 

海外研修 

国内研修 

所要経費の５０％の額を基準として助成する。 
但し、原則として金額の上限を１件につき１５ 
万円とする。 
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の
み
な
さ
ま
、
こ
ん

に
ち
は
。 

　
平
成
１６
年
度
に
引
き
続
き
、
平
成
１７
年
度
も
本
会

の
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
平
井
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
本
会
は
、
大
学
の
開
学
と
同
じ
平
成
９
年
に
、
大

学
と
家
庭
と
の
連
携
の
緊
密
化
を
図
る
と
と
も
に
、

大
学
の
教
育
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

発
会
い
た
し
ま
し
た
。
以
来
、
支
援
等
を
実
施
し
、

大
学
の
充
実
・
発
展
に
も
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
間
、
大
学
で
は
入
学
定
員
の
増
加
、
取
得
で

き
る
資
格
も
、
開
学
当
初
の
社
会
福
祉
士
国
家
試
験

受
験
資
格
に
加
え
、
精
神
保
健
福
祉
士
国
家
試
験
受

験
資
格
、
福
祉
の
教
員
免
許
、
認
定
心
理
士
、
保
育

士
な
ど
が
増
え
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
充
実
し
、
学
生

の
進
路
選
択
の
幅
も
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
３
月
に
第
５
期
の
卒
業
生
が
社
会
に
巣
立
ち

ま
し
た
が
、
就
職
率
は
毎
年
９８
％
台
と
高
く
、
実
績

も
安
定
的
に
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
卒
業

生
の
み
な
さ
ん
は
福
祉
分
野
の
み
な
ら
ず
、
行
政
、

企
業
、
医
療
ほ
か
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
し
、
大

学
の
評
価
も
年
々
向
上
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。 

　
昨
年
は
、
日
本
各
地
で
台
風
・
地
震
の
被
害
が
出

ま
し
た
。
兵
庫
県
で
は
、
特
に
豊
岡
市
で
大
き
な
被

害
と
な
り
ま
し
た
。
新
聞
等
の
報
道
を
通
じ
て
ご
覧

に
な
ら
れ
た
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
関
西

福
祉
大
学
の
学
生
が
、
豊
岡
市
等
に
お
け
る
災
害
復

旧
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
多
数
参
加
し
ま

し
た
。 

　
本
学
の
学
生
た
ち
は
、
災
害
復
旧
支
援
だ
け
で
は

な
く
、
日
頃
か
ら
赤
穂
市
内
の
公
民
館
活
動
な
ど
に

参
加
し
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年
齢
層

の
人
た
ち
と
、
積
極
的
に
ふ
れ
あ
っ
て
お
り
ま
す
。

学
外
に
出
て
活
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、
い
ろ
い
ろ
な

体
験
が
で
き
、
そ
れ
が
い
わ
ゆ
る
「
生
き
る
力
」
に

つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
本
会

は
、
こ
の
よ
う
な
活
動
に
対
す
る
支
援
も
積
極
的
に

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
さ
て
、
最
後
に
、
今
年
度
と
来
年
度
は
、
本
会
と

大
学
に
と
り
ま
し
て
、
非
常
に
重
要
な
節
目
の
年
で

あ
る
と
い
え
ま
す
。 

　
開
学
１０
周
年
を
次
年
度
に
控
え
、
大
学
で
は
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
１０
周
年

を
記
念
す
る
行
事
が
盛
大
に
行
わ
れ
る
予
定
で
、
本

会
と
し
て
も
各
種
行
事
・
事
業
に
参
加
す
る
予
定
で

す
。
こ
の
３
月
に
は
、
既
存
の
講
義
棟
、
研
究
棟
の

延
長
線
上
に
新
た
な
棟
を
増
築
さ
れ
、
学
習
環
境
の

整
備
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
な
学
部
と
し

て
、
看
護
学
部
の
開
設
に
向
け
た
準
備
が
進
ん
で
い

る
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。 

　
本
会
は
、
今
年
度
も
大
学
の
教
育
振
興
に
積
極
的

に
寄
与
す
べ
く
事
業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
会
員
の

み
な
さ
ま
に
は
、
本
会
事
業
に
対
す
る
よ
り
一
層
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

関西福祉大学　教育後援会 

平 

井 

康 

夫 
 

会
長
あ
い
さ
つ 

関
西
福
祉
大
学  

教
育
後
援
会 

会
長 

課 長  

役 職  氏 名  

会 長  （3年次） 平　井　康　夫 

副 会 長  （4年次） 吉　田　直　治 

副 会 長  （3年次） 内　海　卓　司 

監 事  （3年次） 橋　本　貴代子 

顧 問  鎌　田　克　彦 

4 年 次 委 員 阪　田　玲　子 ・ 松　本　賢　仁 

3 年 次 委 員 金　谷　由　美 ・ 中　島　和　久 

2 年 次 委 員 
入　江　有　美 ・ 大　島　幸　美 
小　川　恭　正 ・ 玉　本　君　江 
森　田　靖　子 

1 年 次 委 員 
田　淵　弘　子 ・ 塚　本　美貴恵 
土　遠　厚　子 ・ 政　井　久美子 
森　下　裕　子 
 

末　政　圭　介 

会計係主任  柊　平　哲　哉 

課 長  星　野　光　也 

会 計 係  中　岡　愛　弓 
小　島　優　子 

学生係主任  奥　澤　広　美 

学 生 係  

　
平
成
１７
年
度
教
育
後
援
会
総
会
は
、

４
月
５
日
（
火
）
、赤
穂
市
文
化
会
館
（
ハ

ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
）
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
総
会
で
は
、平
成
１６
年
度
事
業
報
告
、

決
算
報
告
お
よ
び
監
査
報
告
、
平
成
１７

年
度
事
業
計
画
お
よ
び
予
算
が
、
原
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
続
い
て
、新
役
員
の
選
出
お
よ
び
規
程

制
定
、改
定
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

教
育
後
援
会
総
会
が 

　
　
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

関西福祉大学　教育後援会 

■教学課 

■総務課 

平成１７年度　役員および委員　一覧 

事 務 局 

教
育
後
援
会
総
会
報
告 

船　津　ルミ子 
中　 　玲　湖 

監 事  小　林　且　幸 （2年次） 


